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我が国での抗菌剤使用量の測定指標の確立と、それに基づく農場の
薬剤使用量モニタリングシステム“PigINFO Bio”の構築と活用

のべ900農場以上で評価＝>使用量
（薬剤費）削減計画立案に活用

成果
①

データ

の活用

中でもテトラサイクリン系
（TC）が多く、「AMR行動計
画（2016）」で目標値設定

豚由来大腸菌の耐性状況と
使用抗菌剤の農場内動態の評価

成果
②

薬剤耐性菌／遺伝子の
検出法の開発

成果
③

豚の下痢原性大腸菌、牛
マイコプラズマ、みつば
ちの腐蛆病菌それぞれに
ついて、近年の国内分離
株の性状に基づき、薬剤
耐性菌や関連遺伝子を簡
易・迅速に摘発する検査
系を確立＝>全国へ普及

TCの農場内使用量と豚由来大腸菌の耐
性率は相関し（左）、実験的には使用中
止による速やかな耐性率低下を確認した
が、農場では年単位を要することも
（右）＝>臨床獣医師と連携し、農場ごと
の個別対策実施の重要性を提示

豚の排せつ物処理過程
における、抗菌剤の除
去・分解効率に関わる
重要管理点を解明
＝>具体的な対策の技術
的な検討へ活用

開発した新指標は、国際比較
による整合性（上）と、国内
活用の妥当性を検証済み
＝>正確な使用量把握が可能に
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農場全体で抗菌剤の使用総量を
増やし過ぎても、事故率は変わらず
＝>適正使用の重要性を確認
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